
譲渡譲渡 でつなごう！でつなごう！

の バトンの バトン命命

全国の自治体や動物保護団体では、

迷子や飼育放棄などで飼い主を失ったペットを

新しい飼い主に譲渡しています。

ペットを迎える選択肢として

考えてみてはいかがでしょうか？

全国の自治体や動物保護団体では、

迷子や飼育放棄などで飼い主を失ったペットを

新しい飼い主に譲渡しています。

ペットを迎える選択肢として

考えてみてはいかがでしょうか？
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1    譲渡について1    譲渡について

譲渡数の推移

新たにペットを迎えるには、ペットショップやブリーダーから購入す
る以外に、自治体の動物愛護センターや民間の動物保護団体から引き
取る【譲渡（じょうと）】という選択肢があります。
譲渡される犬や猫は、飼い主不明で保護されたり、飼育放棄等により
引き取られたり、災害などで飼い主が飼えなくなった犬や猫ですが、
子犬や子猫から飼わないとなつかないということはありません。成犬
や成猫の場合は体格や性格がある程度分かっている利点もあります。
譲渡の良い点や注意点をよく考え、飼育環境や家族構成などを動物の
気質や性質と照らし合わせて、自分に合った１頭を見つけてください。

● 新たな飼い主として、動物の命を救い、安心して生
活できる環境を提供できます。

● 譲渡希望者への聞き取りが慎重に行われることで、
その生活環境に見合った年齢や性格の動物を引き
取ることができます。

● トライアル期間（試しに飼ってみる期間）を設けて
いる場合もあり、相性や性格の観察ができます。

● 譲渡前の講習会や譲渡後のしつけ方教室等で、飼い
方の相談や情報提供を受けられる場合があります。

● 地域（地元）の自治体や動物保護団体の活動に協力
できます。

● 動物の年齢や病歴、これまでの飼育環境な
どの細かい情報がない場合があります。

● 保護されるに至った背景によっては、飼育
に特別な理解と技術が必要な場合もあり
ます。

● 種類や年齢、大きさなど、希望する動物に
出会えない場合や、受ける側の条件などに
より譲渡を受けられない場合もあります。

● それまでの飼育費用やワクチン代などが
かかる場合もあります。必ず事前に確認し
ておきましょう。

譲渡の良い点 譲渡の注意点

全国の自治体に引き取られた犬や猫の数は年々減少し、平成26年度で、犬は53,173頭、猫は97,922頭
で、そのうち返還・譲渡された犬は31，625頭、猫は18，592頭でした。譲渡率は年々増加していますが、
犬で32.6％、猫で18.6％にとどまっており、今も多くの犬や猫が新しい飼い主を待っています。

■引取り数　■返還数（飼い主の元へ戻った頭数）　■譲渡数　▲譲渡率（各年度の引取り頭数に対する譲渡頭数の割合）
※返還と譲渡を合わせると、引取り数に対して犬が約 60％、猫が約 20％です。

＜犬の引取り数と返還・譲渡・譲渡率の推移＞ ＜猫の引取り数と返還・譲渡・譲渡率の推移＞
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2    譲渡の流れ2    譲渡の流れ

引取り・収容

健康チェック・
健康管理

適性評価

飼養中のケア・
譲渡に向けた
トレーニング

譲渡希望者の募集

譲渡希望者
の調査

事前講習会

マッチング

正式譲渡
動物の引き渡し

譲渡後の
しつけ方教室等 譲渡後の飼養相談

追跡調査

譲渡する側の手順

譲渡を受ける側の手順

動物の個体ごとに、必要なケアや
社会化（人や他の動物、外部から
の刺激に馴れさせる）など、基本
的なトレーニングを行います。

譲渡を受けたい方は、譲渡の前に、
自治体で開催される「飼い方教室」
などに参加し、適正飼養や法律な
どについて学びます。

末永く、適正に飼養できるよう、譲
渡後にもしつけ方教室や飼養相談
などを行います。

今後の参考にするため、飼い主へ
の家庭訪問、電話調査などの協力
をお願いする場合があります。

自治体や動物保護団体により、譲渡対象となった動物の収容過程や譲渡の方法は異なります。事前によく確
認して、納得したうえで譲渡を受けましょう。  ※以下の流れは自治体の一例です。

動物の個体ごとに、健康面、気質
面、性格面などを確認・観察しま
す。（ ３ 参照）

譲渡を受けたい方の生活スタイル
や家族構成に合わせてふさわしい
動物を選びます。（ ５ 参照）

適正な譲渡を行うため、譲渡を受
けたい方の環境やペットが飼え
る生活であるかについて、幾つか
の質問による確認を行います。

（ ４ 参照）
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3    健康チェックと適性評価3    健康チェックと適性評価

健康チェック

自治体によって内容は異なりますが、動物が新しい飼い主に譲渡でき
る状態かどうか、健康状態・気質・性質・人に対する友好度など、さ
まざまなチェックや観察を行います。譲渡の適性を見極めることは、
新しい飼い主にとって、その後の適正飼養や終生飼養を可能にし、地
域社会でのトラブルや事故を防ぐことにもつながります。

体格や栄養状態、伝染性の病気や寄生虫の有無など、動物の健康状態をチェックします。必要に応じて、治
療や寄生虫の駆虫、ワクチン接種を行うほか、感染症にかからないよう健康管理を行います。

適性評価（気質、性格等）

●猫の行動チェックの一例・・・主に性格について観察します

動物の普段の行動を観察したり、日常生活の中で起こりうる様々なシーンを想定したテストを行い、それぞ
れの動物の気質や性格、反応等をチェックし、総合的に評価します。

●犬の行動チェックの一例・・・主に行動を観察します

人が近づく

猫の反応や
行動をみて
猫の性格を
大きく分類

活発な猫

ノーマルな猫

シャイな猫

ケージごしに
猫を誘う

扉を開けて
体を触る

やさしく
抱き上げる

猫用おもちゃ
で遊ぶ

社交性をみる

犬の反応や
行動をみて
個々の犬を
評価

人に対する
許容性を確認する

食物への
反応をみる

興奮性を調べる

人や子供、動物への
反応を確認する

※各項目の反応からおおよその性格を分析します。

※犬種や育った環境なども影響するため様々な方法で確認します。
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自治体や動物保護団体によって内容が異なりますが、譲渡を希望
する人が動物を適正に飼養できる環境や生活であるかどうか、事
前に質問をして確認します。条件を満たしていない場合には譲渡
を断られることもあります。これは譲渡された動物がまた飼育放
棄されたり、不幸にならないようにするためです。

新しい飼い主に引き取られても、譲渡先でのむやみな繁殖により、
子犬や子猫が生まれて増えてしまい、また飼育放棄されては不幸
の連鎖は止まりません。そのため、不妊去勢手術をすることを譲渡
の条件としたり、譲渡前に手術を施す自治体も増えてきています。
特に猫に関しては、犬猫の殺処分数全体の約５割が子猫であるこ
とを考えると、不妊去勢手術の徹底は急務です。

4    譲渡を受ける条件4    譲渡を受ける条件

譲渡の条件をチェックしてみましょう ! ＜自治体の主な譲渡条件の例＞

□ ペットが飼える住宅環境です。

□ （引っ越しの可能性がある場合）ペット飼育可の住居を探せます。

□ 適正に飼養できるスペースが確保されています。

□ 一定の収入やペットを飼うための費用があります。

□ 動物を飼うことを家族全員が賛成しています。

□ 動物に対するアレルギー等を持つ家族はいません。

□ 昼間、家族全員が留守になる時間は長くありません。何かあったときでも対応できます。

□  （単身者や高齢者だけのご家族の場合）世話を頼める後見人をたてることができます。

□ 愛情と責任を持ち、病気やけがをしても治療し、終生飼養できます。

□ 不必要な繁殖を防ぐため、不妊または去勢手術を受けさせます。

□ 迷子にならないよう、マイクロチップや名札など所有者明示をして飼うことができます。

□ 犬は登録し毎年の狂犬病予防注射を実施、鑑札と注射済票を装着させます。

□ 猫は完全室内飼いができます。

□ しつけをし、他人に迷惑をかけないように飼えます。

□ 自治体が実施する講習会等（事前・事後）を受講できます。

譲渡と不妊去勢手術の大切な関係

狂犬病予防注射済
平成●年度

●●県
第●●●●●号

犬鑑札
第●●●号

●●県

●●タマ
☎●●-

●●●●
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5    マッチングについて5    マッチングについて

猫のマッチングのアドバイス・・・性質別のマッチングをしましょう

譲渡を受けてから、動物の気質・性質などが新たな飼い主の生活スタイルに合わず、
「こんなはずじゃなかった」とならないために重要なのが、マッチングです。
成犬、成猫はもちろん、子犬、子猫にもそれぞれ個性があります。見た目や種類だけで
判断せず、飼育環境やライフスタイル、家族構成などを冷静に考え、個々の動物の気
質・性質とよく照らし合わせたうえで、自分に合った動物を選びましょう。

活発な猫の場合
家族が多く、猫に時間を割き、
かまってあげられる家庭向き
です。高齢者だけの静かな家
庭、遊びに時間を多くとれな
い家庭では、エネルギーの発
散不足で、甘噛みや遊びでの
ひっかきがエスカレートする
可能性も高くなります。

ノーマルな猫の場合
比較的どんな家庭でも大丈夫
です。ただし、猫は新しい環
境になれるのが苦手な動物な
ので、新しい家ではなかなか
なれてくれない場合もありま
す。無理をせずにゆっくりと
様子を見守りましょう。

シャイな猫の場合
子供のいない、静かな大人だ
けの家庭の方が向いていま
す。ゆっくりと気長に根気強
く、猫がなれるまで穏やかに
接してくれる人や、猫と暮らし
た経験が豊富だったり、同じ
ようなタイプの猫と暮らした
経験がある人がいいでしょう。

犬に比べて猫は高齢者でも比較的飼いやすいペットです。ただし、猫
の寿命を考え、病気や入院などで世話ができなくなった時に備えて、
後見人的存在（家族や知り合い）をあらかじめ決めておくことが必要で
す。また、子猫よりは、人懐っこく安定した性質の成猫の方が飼いや
すいでしょう。

子猫は非常に活発で遊び好きなため、遊び欲求を満たすことができな
いと問題行動につながることもあります。成猫は子猫ほど活発ではな
いことが多いので扱いやすく、性質が安定しているという良い点があ
ります。夫婦共働きなど留守番時間が長い家庭では、月齢が同じくら
いのきょうだい猫や相性の良い猫２匹を一緒に迎えると、猫同士で遊
んでエネルギーを発散し、退屈せずに暮らせるでしょう。ただし、雌
雄の組み合わせの時は、不妊去勢手術を済ませておくことも重要です。

先住猫が猫に対してシャイで、子猫の時に他の猫との接触する経験が
少なかったようなら、新たな猫を迎えることは見合わせたほうがいい
かもしれません。トライアル期間（試しに飼ってみる期間）を設けて、
猫同士の関係を見るのも一つの方法です。新たな猫が子猫だと、先住
猫が受け入れやすい場合が多いようです。 

■高齢者の家庭には……

■子猫か成猫か迷っている家庭には……

■すでに先住猫のいる家庭には……

♥
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適正なマッチングがされないと、いろいろな問題が起きてしまいます。マッチングの失敗例︕

子供に対して温厚にふるまえる犬がいいでしょう。おとなしい子供が
いる場合は落ち着いた犬、やんちゃな子供の場合には元気で活発な犬
がお薦めです。譲渡会などで実際に子供に会わせて相性をみましょ
う。基本的に犬の世話は親が行い、子供も手伝うというスタイルが望
ましいでしょう。 

犬のマッチングのアドバイス・・・犬種傾向を知っておきましょう

落ち着きのあるタイプ、独立心の強いタイプ、一匹でいることが苦にな
らない犬がお薦めです。ケージの中や繋がれた場所で落ち着いていら
れる犬なら留守番が長くても負担は少ないでしょう。子犬は手間と時
間がかかるので、ある程度性格の分かった成犬の方がいいでしょう。

落ち着いて行動できる中高齢の犬、動きが緩慢な犬、大きさでは中型
犬以上がいいでしょう。また、 高齢者だけの家庭には、穏やかな性格
の小型の成犬がお薦めです。ただし、病気や入院などで世話ができな
くなった時に備えて、後見人的存在（家族や知り合い）をあらかじめ決
めておくことが必要です。 

トイプードル、
チワワなど
元々、侵入者を吠
えて知らせる役目を持ってい
るなど、比較的よく吠える傾
向にあります。集合住宅など
では、なるべく吠えないよう、
しつけをして飼いましょう。

シェルティ、
コーギーなど
動くものに過剰に
反応し、興奮しやすい傾向が
あります。スポーツやトレー
ニングなどを一緒に楽しん
だり、犬の飼育経験が豊富な
人にお薦めです。

ラブラドール、
ゴールデンなど
「ものをくわえた
い」という欲求が強く、甘噛
みやいたずらも相当なものに
なりがちです。散歩やボール
遊びなど、たくさん遊んで発
散させてやりましょう。 

ダックスフント、
ビーグルなど
獲物を追いかける
習性から、大きさの割にはタ
フな場合が多いので、エネル
ギーの発散が必要です。もの
をかじる、におい嗅ぎが過剰
になることもあります。

日本犬（柴犬、
秋田犬など）
自立心が強く、
一人の飼い主になつき、体を
触られたり、他犬と協調する
のが苦手な傾向にあります。
そうした性格を理解し、魅力
に感じる人向きです。

いわゆる雑種
　
見た目も性格も
大きさも様々です。外見が似
ている犬種で傾向を判断する
のではなく、性格や行動など
個々の犬の特徴をしっかりと
見ることが大切です。

■小さい子供のいる家庭には……

■共働きの夫婦、留守の時間が長めの家庭には……

■家族全員が大人で、比較的静かに暮らしたい家庭には……

マンションに暮らす家族が吠え
やすい小型犬をもらったら･･･

吠え声の苦情が来てしまい、犬を返した
いと相談することになってしまった

ていねいに扱われず、猫が子供の存在を
ストレスに感じて元気がなくなった

ケース
1

小さい子供のいる家庭が
シャイな猫をもらったら･･･

ケース
2

※あくまで犬種の傾向であり、実際にはそれぞれの犬の性格を見ることが重要です。

?



譲渡後の取り組み譲渡後の取り組み

譲渡後も、新しい飼い主の不安をなくすため、また、動物たちの様子を把握し、適正飼養をさらに
高めるために、飼い主同士の交流の場を提供したり、イベントを実施しているところもあります。

譲渡者交流の会「わう
くらぶ」では、里帰り
イベントなどを開催
し、親睦を図るだけで
はなく、しつけ方教室
や写真コンクールな
どを行っています。

全国の自治体や動物保護団体のほか、一部のペッ
トショップ等でも譲渡の取り組みが広がっていま
す。譲渡会に出かけたり、ホームページなどで譲
渡に関する情報を確認してはいかがでしょうか。

センターから子犬の
譲渡を受けた飼い主
が子犬と一緒に参加
する「パピースクー
ル」を開催し、しつけ
方や飼い方の講習を
行っています。

譲渡推進の事例譲渡推進の事例

自治体が行っている譲渡推進のための取り組み事例をご紹介します。
※他にも様々な取り組みが実施されています。お住まいの自治体にお問い合わせください。

和歌山県動物愛護センター 岡崎市動物総合センター

里帰りイベント パピースクール

獣医師による健康診断 譲渡会の様子 譲渡候補犬のお散歩ボランティア

飼育講習会の様子 子猫の一時預かりボランティア 隣接する自治体との譲渡前講習会の連携
※写真は譲渡犬猫写真展の様子

○お問い合わせやご相談は、お近くの都道府県、政令市、中核市等の担当窓口へ
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